
6月28日、九州北部地方などで梅雨明けしたとみられると発表がありました。九
州北部の梅雨の期間は17日と1951年の統計開始以来もっとも短くなり、6月の
梅雨明けは初めてだそうです。
７月は二十四節気で、夏至、小暑、大暑と続きます。また、真夏日、猛暑日、

熱帯夜など暑さが厳しい時期となります。暑さ対策、熱中症対策に努め、この夏を
乗り越えていきましょう。

神埼中学校 学校だより ７月号
文責 校長 牟田 禎一

学校教育目標

「純美にしてファイトに富む学校」

「神埼中の生徒はすばらしいですね。」説明会に
来校された高校の先生方の言葉です。６月１０
日の説明会で、３年生が校長室まで高校の先生
方をお迎えに来る様子、説明会での話を聞く態度
を高校の先生方からたくさんほめていただきました。
当日は、佐賀学園、佐賀女子、北陵、龍谷、

佐賀清和の各高校からお出でいただき、授業内容
や部活動、進路先等についての説明がありました。
また、生徒からの質問にも答えていただきました。
３年生は進路決定の年です。説明会での態度

から、真剣に自分の将来を考えていることが伝わっ
てきました。

６月２３日に、火災を想定しての避難訓練を
実施しました。消防署からも３名来ていただいて、
避難の様子、初期消火等について話をしていただ
きました。「避難訓練は小学校の時から行ってきた
と思うが、大事なことだから何回も行うのです。」と
いう言葉が印象的でした。

６月１７日に推戴式を行いました。教頭先生
からは、「みなさんは、これまでコロナ禍の中で頑張
ってきました。大会では最後まであきらめず、これま
での練習の成果を十分に発揮してください。」 とい
う激励の言葉がありました。また、選手宣誓は、野
球部主将の矢ヶ部君が力強く行いました。

テニス、新体操（男子）、バドミントン、空手道
は６月中に県中体連が行われました。また、多くの
競技は７月２日・３日に地区大会が開催されま
した。（結果は裏面をご覧ください。）
どの種目も熱戦、接戦の連続だったそうです。本

校で行われた男子バスケットボール競技では、惜し
くも１点差で決勝進出を逃しました。非常に残念
でしたが、選手が一生懸命にプレーする姿は、見て
いる人に感動を与えました。
保護者の皆様におかれましては、これまで部活

動にご協力いただきましてありがとうございました。
おかげで生徒たちも練習に
打ち込むことができました。
皆様のご支援に大変感謝し
ております。

←左のQRコードを読み取っていただくと、学校HPがご覧になれます。そこに学校だよりも掲載しています。



月 日 曜 行事
5 火 地区懇談会

6 水
全校集会
地区懇談会

7 木 地区懇談会
8 金 職業人講話（２年）
9 土 地区中総体 予備日

13 水
学年集会
学年PTA(1･2年生)

16 土 県中総体 水泳･陸上競技

17 日
県中総体
新体操女子･水泳
陸上競技･ハンドボール

18 月 祝 海の日
19 火 大掃除

20 水
終業式/給食なし
3者面談(～7/29）(3年生)

21 木 夏季休業
23 土 県中総体
24 日 県中総体
25 月 県中総体
1 月 職員研修
2 火 職員研修
3 水 職員作業
10 水 職員研修
11 木 祝 山の日

18 木 職員研修
20 土 PTA除草作業?

23 火
第3回中学生サミット
第1回SAGAテスト（国理英）

24 水 第1回SAGAテスト（社数）
25 木 始業式 給食あり
29 月 第4回各部委員会
31 水 第3回生徒集会

 8/11～8/17 学校閉庁日

７月

８月

中体連 種目 結果 備考
テニス（男子） 団体 １回戦敗退

団体 ２回戦敗退
個人 伊東・詫間 ４位 九州大会出場

新体操（男子） 個人 樋口 ２位 九州大会出場
バドミントン 個人 原口 ２回戦敗退

団体 形 ２位 組手 ２位
個人 生島 １位（形・組手）

卓球（男子） 団体 ３位 県大会出場
卓球（女子） 団体 ３位

団体 ２位 県大会出場
糸山・荒木 ２位 県大会出場

ソフトテニス（女子） 予選リーグ敗退
軟式野球 １位 県大会出場
ソフトボール ２位 県大会出場
バレーボール（男子） ４位
バレーボール（女子） ２位
バスケットボール（男子）３位
バスケットボール（女子）３位

団体 １位 県大会出場
個人 ５位 岡本 〃
個人 ６位 鶴 〃
団体 １位 県大会出場
個人 ４位 川内  〃
個人 ５位 貞島  〃
個人 ６位 石丸 〃
個人 ７位 牛嶋 〃
個人 ８位 茂田 〃
個人 ９位 片地 〃

ソフトテニス（男子）

剣道（男子）

剣道（女子）

三神地区

九州大会出場

県

空手道

テニス（女子）

７月１４日は、「ひまわりの日」。昭和５２年、気象衛星の初号機となった「ひまわり１号」が打ち
上げられたことを記念して制定されたものです。愛称も植物のひまわりから来ていて、植物のひまわりの
花は常に太陽に向かって花を咲かせ、時間と共に太陽を追尾し向きが変
化するといわれています。このためいつも地球を同じ方向から見ているとい
う意味と、１日に１回地球を回るという意味で「ひまわり」と名付けられた
そうです。
ひまわりが雲の様子を撮影してくれるおかげで、私たちは天気はもちろ

ん、台風やゲリラ豪雨等の自然災害にも備えられるようになりました。


